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液晶ペンタブレット活用ソリューション

１：電子カルテ用シェーマ画像集
２：カンファレンス支援ツール
３：液晶ペンタブレット無線接続

○患者説明に使える画像コンテンツはそろっていますか？
また、効率的なシェーマ記載ができていますか？

○カンファレンスで、紙による資料が増えていませんか？
スタッフへの再教育など効率的なカンファレンスができていますか？

○診察現場でのPC、液晶ペンタブレットの設置・配線が困難な場合が
ありませんか？

液晶ペンタブレットを効果的に活用できていますか？

●電子カルテ用シェーマ画像集
「医学的正確性」と「統一された美しい線と色彩、
描画力」を併せもった医療画像コンテンツ集。

●カンファレンス支援ツール『C-Board』
カンファレンス用描画ソフト。プレゼンテーションや
手書きの白板のイメージで操作、教材コンテンツが
作成出来るソフトウェア。

●ネットワークディスプレイアダプタ『NetDA1』
ネットワークを利用し、離れた場所にあるPC の映像
を表示できます。 IEEE802.11nに対応することにより、
スムースなペン入力が可能。

ワコムのご提案するソリューション
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●導入検討病院
東北A市民病院、福岡B病院、四国C大学病院、北陸D大学病院
近畿E大学病院、長崎E病院等

シェーマ画像集

・岐阜大学医学部・岐阜大学医学部附属病院の制作協力のもと、岐阜大学
医学部教授高橋優三様医学監修により制作されたシェーマ画像集です。

・シェーマ画像の共通化で病院内コミュニケーションの効率化を実現します。

・汎用的なJPEGデータ。電子カルテなどのシステムへ容易にデータを活用でき、
さらに画像へ直接ペンで描画が行えるので、そのまま診療に活用できます。

C-Board

・白板に書き込むイメージで、院内カンファレンス・ティーチングが実施できます。

・プロジェクターを接続して、描画画面を大型スクリーンに表示することができる
ので、電子黒板のような使い方ができます。

・録音録画機能で、サウンド、PC画面、カメラ画像、など自由に取り込み、インタ
ラクティブなコンテ ンツが作成できます。

・必要な機能だけを選択できる、『ダイレクトアクセス機能』

NetDA-1

・病棟内回診の際に患者様のベッドサイドで液晶ペンタブレットを使い、カルテを
参照しながらのインフォームドコンセントやカルテ入力作業をその場で行えます。

・治療を行うチェアサイドで液晶ペンタブレットを使い、カルテを参照しながらの
インフォームドコンセントやカルテ入力作業が、その場で行えます。

株式会社ワコム


